
 

 

 

２６．高度海洋監視システム（ARGO計画）の構築 
 

気象庁の業務として実施 

 

１．目的 

 アルゴ計画は、国際協力のもと、海面から水深

2000mまでの水温・塩分の値を自動的に観測するこ

とができるアルゴフロートを世界中の海洋に約3000

個投入することにより、全世界の海洋の状況をリア

ルタイムで常に監視・把握するシステムを構築する

国際プロジェクトである。我が国では、文部科学省、

(独)海洋研究開発機構、国土交通省、気象庁及び海

上保安庁の連携により、政府のミレニアムプロジェ

クトのひとつである「高度海洋監視システム(ARGO

計画)の構築」を、2000年度から今年度までの5年計

画で推進している。 

 

２．方法 

 気象庁では中層フロートを投入するとともに、全

世界の中層フロートのデータをリアルタイムで収集

して国内外の関係機関に提供するシステムや中層フ

ロートデータの精度を検証するための観測システム

を運用する。また、海水温予測モデル（大気海洋結

合モデル）の高度化にも着手している。 

 

３．成果 

３．１ 中層フロートの投入 

 2000 年度から 2004 年度までの 4 年間に我が国が、

太平洋、インド洋に投入した 266 個のフロートのう

ち、60 個のフロートを気象庁の海洋気象観測船に

より投入した。 

 

３．２ 「アルゴリアルタイムデータベース」の運用 

 我が国のアルゴデータを国際的に合意された手順

でリアルタイム処理し、GTS及びアルゴ世界データ

センターに配信するシステムを構築し、運用してい

る。同システムが処理するデータは全世界のアルゴ

データの約20%を占めている。この「リアルタイム

データベース」は、全世界のアルゴデータのリアル

タイムでの提供を行っている。（図1） 
 

３．３ 中層フロートデータの精度の長期的推移の

検証 

 アルゴフロートのセンサーが目標の精度を維持で

きるかどうかを検証するために、四国沖に、検証用

フロート 6 台を投入し、検証を行った。その結果、

塩分値がずれていく「ドリフト」、一時期だけずれ

る「シフト」が生じることがあることを見い出した。 

 検証用フロートのデータから漂流深度の漂流速度

を見積もる手法を開発し、この手法により、これま

でに北太平洋に投入された全てのアルゴフロートの

データを使用して、水深 1000m と 2000m の流速分布

を求めた。天皇海山等の海底地形の影響を受けた流

れがあることが新たにわかった。（図 2） 

 

３．４ 海水温予測モデルの高度化 

 海水温のみであった観測データに塩分を加えるな

ど海洋データ同化手法に改良を行うとともに、結合

モデルの物理過程にも改良を加えた。これらの改良

により、熱帯太平洋の海面水温の予測精度が向上し

図1. 気象庁がリアルタイム処理する我が国のアルゴフロート（赤）、及び外国機関がリアルタイ

ム処理するアルゴフロート（青）の分布（2004年7月22日現在） 
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た。 

 業務の面では、エルニーニョ監視予測、暖・寒候

期力学予報にアルゴデータを効果的に利用できるよ

うになった。 

 一層の精度向上を目指して、高解像化を中心と

したモデルの改良を進めている。 

 

４．今後の課題 

 アルゴデータは、衛星データとともに海洋研究・

現業の両分野において今後利用されるデータの中核

になってくると考えられる。気象庁は、引き続き国

際アルゴ計画に参加し、全球海洋データ解析・提供

システムの運用を継続する等、国際的なアルゴデー

タの管理に関する活動を積極的に推進していく。ま

た、当庁は海洋研究開発機構をはじめとする関係機

関との連携を積極的に進め、海洋気象観測船による

フロートの投入を行う。 
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図2. これまでに北太平洋に投入された184個のフロ

ートの漂流速度から求めた水深2000mの流速分布 

図3. 東部太平洋赤道域（NINO3）の海面水温予測スキル 
赤：新モデル、青：旧モデル、緑：持続予報、紫：気候値 
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